
 

 

○ディプロマポリシー 

 本校では、学則に定める所定の単位を修得し、学習目標に定める実践的・創造的技術者としての能

力及び各コース・分野ごとに下記の能力を身につけ、５年間の課程を修了した者に対し卒業を認定し

ます。 

 

学習目標               

 A：（技術者として社会に貢献するために）人類の歴史的な背景、文化や価値観の多様性を理解し、地

球的規模で社会問題や環境問題を考える基礎能力、および技術が社会や環境に与える影響を認識し、

技術者が社会に対して負っている責任を理解する基礎能力を身につける。 

 B：（地域・社会に貢献するために）地域の産業や社会の抱える課題に対処できる基礎能力を身につけ

る。 

 C：（技術的課題を解決できるように）工学の幅広い基礎知識（数学、自然科学、情報技術、基礎工学）

を修得し、それらを応用する能力を身につける。 

 D：技術者として自己の基盤となる専門分野の知識を修得し、それを応用する能力を身につける。 

 E：技術的課題を分析・総合し、解決するための計画をたて、その計画を実行して課題を解決する基礎

能力を身につける。さらに、チームワークで仕事をする基礎能力を身につける。 

 F：文章、口頭、図表や視覚的な方法によって、効果的にコミュニケーションができる基礎能力を身に

つける。すなわち、日本語で論理的に記述し討論する能力、および簡単な論理的文章を英語で記述

し、基本的な英会話によるコミュニケーションを行うための基礎知識を身につける。 

 G：（技術の進展や社会の変化に対応できるように）継続して専門知識や関連する分野の知識を学習す

る習慣を身につける。 

 

スマートメカニクスコース 

情報工学分野と機械工学分野を融合し、様々な機能を実現するために製品に組み込まれるコンピュ

ータシステム技術、高度情報化社会を支えるプログラミング技術、人間と機械間の情報のやり取りや

情報の流れを制御するためのシステム技術、人間と機械・システム間の橋渡しをするマンマシンイン

ターフェース技術、機械とセンサーやコンピュータ技術を結合させて機械の高度化を図るメカトロニ

クス技術等を活用することができる、高度な能力を修得した者。 

 情報工学分野 

情報工学分野は、スマートメカニクスコースの中で、特に大量の情報を効率よく「取得」「加工」

「蓄積」「伝達」するなどの情報工学を中心とした技術等を活用することができる高度な能力を修

得した者。 

  



 

 

 

 機械工学分野 

  機械工学分野は、スマートメカニクスコースの中で、特に「エネルギー」「情報」「機械材料」

をつくり出す“ものづくり”などの機械工学を中心とした技術等を活用することができる高度な能

力を修得した者。 

 

エレクトロニクスコース 

 電気工学分野と電子工学分野を融合し、電気エネルギーや計測制御と光・電子デバイス、電子制御

と情報通信技術を学び、人々の安心・安全で豊かな生活を支えるために、社会基盤技術から情報通信

技術までの幅広く全ての産業に貢献できる高度な技術等を活用することができる高度な能力を修得

した者。 

 電気工学分野 

  電気工学分野は、エレクトロニクスコースの中で、特に人々の暮らしを支える電気エネルギーの

「生成」「伝送」「利用」などの電気工学を中心とした技術等を活用することができる高度な能力

を修得した者。 

 電子工学分野 

  電子工学分野は、エレクトロニクスコースの中で、特に「電子デバイス」「情報通信」「電子制

御」などの電子工学を中心とした技術等を活用することができる高度な能力を修得した者。 

 

建築デザインコース 

 建築学分野 

  建築学分野に関する知識、技術を総合的に学習し、建築構造・材料、建築生産、建築環境・設備、

建築計画・設計など建築学の基礎から応用までの幅広い知識・能力を習得した者。 

 


